
情報誌 

ホームページアドレス http://www.vill.takagi.nagano.jp/　電子メールアドレス info@vill.takagi.nagano.jp

今月号の主な内容
■ 広報たかぎ

　・老人福祉センター改修完成  …２、３面

　・雹害に遭われた皆さんへ  …………４面

　・国民年金退職特例免除  ……………４面

　・住宅ローン特別税額控除  …………４面

　・平成20年度総合文化祭表彰者  …６面

　・村に寄せる作文コンクール  …７～１１面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１２面

■ 学校だより　中学校  …………１３面

■ 交流センター便り  ……………１４面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１５面

■ くりんネットたかぎ  …………１６面

１２
December

老人福祉センター改修完成記念コンサート老人福祉センター改修完成記念コンサート
６月から改修工事が行なわれていた老人福祉センターですが６月から改修工事が行なわれていた老人福祉センターですが

工事が完成し、11月１日工事が完成し、11月１日（土）に内覧会と記念コンサートが行なわれました。（土）に内覧会と記念コンサートが行なわれました。

（多目的ホールのステージでソノール・クラリネットアンサンブルの演奏）（多目的ホールのステージでソノール・クラリネットアンサンブルの演奏）

2008
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広 報 
村の人口　6,696人（±０） 

　 男　 　3,250人（±０） 

　 女 　　3,446人（±０） 

　世帯数 　2,063戸（＋６） 

（平成20年11月１日現在） 2008 第282号 

編集　企画財政室／発行　喬木村役場　TEL 0265－33－2001 FAX 0265－33－3679 
　　　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
完
成 

使
う
人
に
や
さ
し
い 

　
村
の
集
会
施
設
に
変
身 

使
う
人
に
や
さ
し
い 

　
村
の
集
会
施
設
に
変
身 

　

七
月
か
ら
の

長
い
期
間
、
皆

様
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
し

た
改
修
工
事
が

十
月
二
十
七
日

に
完
成
し
ま
し

た
。
改
修
工
事

に
は
、
約
一
億

三
千
万
円
の
費

用
を
か
け
、
耐

震
改
修
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、

機
器
の
更
新
を

行
い
ま
し
た
。

子
供
か
ら
高
齢

者
の
皆
さ
ん
ま

で
安
全
で
快
適

に
使
い
や
す
く

な
っ
た
セ
ン

タ
ー
を
、
多
く

の
村
民
の
み
な

さ
ん
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
所
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

□
主
な
改
修
点

①
大
規
模
な
地
震
に
備
え
て
の
耐

震
補
強
工
事

②
全
館
に
渡
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

（
段
差
の
解
消
、
エ
レ
ベ
ー
タ

の
設
置
、ト
イ
レ
の
全
面
改
修
）

③
子
育
て
・
健
康
相
談
室
の
設
置

1階 玄関ホール1階　玄関ホール
車イス利用にも配慮した段差のない玄関になり、2階へ上るためのエレベーターも設置車イス利用にも配慮した段差のない玄関になり、2階へ上るためのエレベーターも設置
しました。しました。

（
授
乳
室
や
お
む
つ
交
換
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
、
床
暖
房
の
あ
る
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
も
設
置
）

④
二
階
集
会
室
の
全
面
改
修
（
防

音
化
、
ス
テ
ー
ジ
の
改
修
、
音

響
設
備
更
新
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ

ロ
ア
設
置
）

⑤
料
理
教
室
の
機
器
更
新
（
調
理

台
な
ど
全
面
的
に
更
新
）

⑥
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
ス
ペ
ー
ス
の

確
保

玄関アプローチ玄関アプローチ
玄関へのスロープが広く、ゆるやかになり、特徴的な波型の手すりも設置しました。玄関へのスロープが広く、ゆるやかになり、特徴的な波型の手すりも設置しました。
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老人福祉センター
案　　内　　図

２階 

１階 

1階 教育委員会事務室1階　教育委員会事務室
公民館などの受付カウンターも新しくなり相談公民館などの受付カウンターも新しくなり相談
コーナーも設けました。コーナーも設けました。

1階 子育て1階　子育て・・健康相談室健康相談室
育児や健康相談に使うこの部屋は、壁や天井も木調とし、床暖房も設育児や健康相談に使うこの部屋は、壁や天井も木調とし、床暖房も設
置しています。置しています。

1階 談話室1階　談話室
ホール東側にあるこの部屋は、打合せの他、休憩室としてホール東側にあるこの部屋は、打合せの他、休憩室として
も利用できます。も利用できます。

2階 料理教室2階　料理教室
ガス、流しを備えたフラットな調理台にガス、流しを備えたフラットな調理台に
なりました。なりました。

2階 第3会議室2階　第3会議室
円卓の会議室で、20人程度の会議に対応できます。円卓の会議室で、20人程度の会議に対応できます。

老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉老人福祉

セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーがががががががががががががががががががががががががががががががががセンターが

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生まままままままままままままままままままままままままままままままままれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり生まれ変わり

ままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたました

特
設
人
権
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

　

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
は
人
権

週
間
で
す
。
こ
の
週
間
中
、
各
市

町
村
で
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
の
問
題
、
近
隣
関
係
、

家
庭
の
問
題
、
結
婚
・
離
婚
問
題

な
ど
各
種
問
題
で
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
相
談

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
人
権
擁

護
委
員
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時　

十
二
月
四
日
（
木
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

●
場
所　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー　

第
一
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

　

�　

－

0
0
1
4

２２

　

喬
木
村
役
場
住
民
課

　

�　

－

5
1
2
3

３３



　８月２９日発生した降雹について、以下の条件を満たす方は

村県民税・国民健康保険税の９月以降分の税額について減免・

減額の対象となります。

①損失金額が平年における農産物収入の３割以上になる

ことが見込まれる方。

②H20年度農業所得が計上されている方で村県民税が所

得割課税となっている方。

③H20年度農業所得以外の合計所得金額が400万円以下の

である方。

　該当すると思われる方は減免・減額申請書の提出が必要で

すので、早めに税務会計室に相談のうえ、１２月２５日（木）まで

に提出願います。

国民年金保険料は、 
退職（失業）による 
特例免除があります 

国民年金保険料は、 
退職（失業）による 
特例免除があります 

国民年金保険料は、 
退職（失業）による 
特例免除があります 

ご存知で
すか？ 

ご存知で
すか？ 

…こんなにある特例免除のメリット！まずは申請を… 

メリット１…保険料を一部納付したのと同じ！

免除期間の年金額の計算は、保険料

が納付された場合と比較して３分の

１となります。

メリット２…万が一の際にも確かな保障！

病気や事故で障害が残ったときの障

害年金や、一家の働き手が亡くなっ

たときの遺族年金など、免除承認期

間については支給対象の期間とされ

ます。

メリット３…本人所得を除外して審査！

特例免除とは、通常であれば審査の

対象となる本人所得を除外して審査

を行い、保険料の納付が免除される

ものです。（配偶者、世帯主に一定の

所得があるときは保険料免除が認め

られない場合があります。）

手続き

　特例免除は、申請する年度または前年

度において退職（失業）の事実がある場

合に対象となります。保険料免除の申請

は、役場住民課国民年金担当窓口へ。

�手続きに必要なもの

　①年金手帳または基礎年金番号がわか

るもの

　②認め印

　③失業していることを確認できる公的

機関の証明の写し 

　　（雇用保険受給資格者証、離職票等）

������������
������������
������������

 住宅ローン特別税額控除の 

住 民 税 申 告 に つ い て

対　

象　

住
宅
借
入
金
特
別
控
除

を
受
け
て
い
る
方
で
、
源
泉
徴
収

票
の
摘
要
欄
に
あ
る
住
宅
借
入
金

控
除
可
能
額
に
金
額
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
方

　

所
得
税
か
ら
市
町
村
県
民
税
へ

の
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減

額
と
な
っ
た
こ
と
で
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
）
額
が
所
得
税
額
（
納
め
る
べ

き
額
）
よ
り
多
く
な
り
、
所
得
税

で
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
が
控
除
し
き
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
上
表
①
②
の
条
件
を
満

た
し
た
場
合
。

　

そ
の
た
め
、
所
得
税
か
ら
控
除

さ
れ
な
か
っ
た
分
を
市
町
村
民
税

か
ら
控
除
す
る
措
置
が
と
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
控
除
さ
れ
な
か
っ
た

額
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
住
民
税

の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。　

手
続
き　

申
告
期
限　

平
成
二
十

一
年
三
月
十
六
日（
月
）ま
で

役
場
一
階
税
務
会
計
室
に
て

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
う
方

　

確
定
申
告
に
併
せ
て
住
民
税
申

告
を
受
付
し
ま
す
。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な

い
方

　

源
泉
徴
収
票
本
表
（
写
し
で
な

い
）
を
持
参
し
て
住
民
税
申
告

（
源
泉
徴
収
票
到
着
後
申
告
出
来

ま
す
。）

※
必
ず
印
鑑（
認
印
）持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

8月29日雹害等に遭われた皆さんへ

税の減免減額のお知らせ
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広報たかぎ 

11月の村税等

口座振替日納期限

11月25日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

12月1日

国 保 税
（第８期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

　

月
の
結
婚
相
談
日

１２
○
日　

時

　

十
二
月
十
三
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時
三
〇
分

○
場　

所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

「
毒
物
劇
物
及
び
農
薬
危
害

防
止
運
動
」の
実
施
に
つ
い
て

○
期　

間

　

十
一
月
十
六
日
�
〜
三
十
日
�

　

農
薬
の
適
正
な
使
用
と
管
理
に

つ
い
て
以
下
の
事
に
注
意
し
、
事

故
の
未
然
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
�
農
薬
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
必

ず
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、
作
物
に

使
用
で
き
る
農
薬
か
ど
う
か
、

消
費
期
限
や
使
用
時
期
、
希
釈

倍
数
は
適
切
か
、
慣
れ
に
よ
る

平
成　

年
度
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

２０

　
　

災
害
時
の
発
電
機
、
投
光
器
等
を
整
備

　

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
で

は
、
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
一

環
と
し
て
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

に
続
き
、
村
で
は
、
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
の
助
成
を
受
け
、
災

害
時
の
停
電
等
に
備
え
、発
電
機
、

投
光
機
、
携
帯
型
投
光
器
を
、
阿

島
区
・
小
川
区
の
各
自
主
防
災
組

織
十
地
区
に
整
備
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
自
主
防
災
組
織

育
成
事
業
は

地
域
住
民
の

行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動

を
推
進
し
、

そ
の
健
全
な

自
己
判
断
を
し
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
散

布
す
る
周
辺
の
環
境
に
十
分
留

意
し
、
農
薬
飛
散
を
防
止
す
る

他
、
長
時
間
散
布
を
避
け
る
な

ど
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
農
薬
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
全

て
安
全
な
場
所
に
鍵
を
か
け
て

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

�
残
っ
た
農
薬
や
空
容
器
の
処
理

に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
処
理
業

者
へ
の
委
託
な
ど
適
正
な
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

発
展
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に

住
民
の
自
主
的
防
災
活
動
を
通
し

て
災
害
の
未
然
防
止
及
び
被
害
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

未
来
を
つ
く
る
た
く
ま
し
い

青
少
年
の
育
成
は
、
村
民
す
べ

て
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
青
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
に
つ
い
て
は
、
心

身
と
も
に
発
達
途
上
に
あ
る
青

少
年
に
と
っ
て
悪
影
響
を
与
え

る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
や
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
妨
げ
る
よ
う

な
有
害
な
環
境
と
し
て
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
よ

り
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
の
運

動
と
し
て
展
開
す
る
た
め
十
一

月
を
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環

境
排
除
県
民
運
動
強
化
月
間
と

し
て
広
報
啓
発
活
動
の
推
進
、

有
害
自
動
販
売
機
Ｎ
Ｏ（
ノ
ー
）

運
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
月
間
中
に
限
ら

ず
年
間
を
通
じ
て
「
青
少
年
悩

み
ご
と
相
談
」
の
窓
口
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

【
青
少
年
悩
み
ご
と
相
談
】

　

「
い
じ
め
」、「
友
人
関
係
」、

「
家
の
こ
と
」、「
学
校
の
こ
と
」、

「
体
の
こ
と
」
等
、
青
少
年
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
悩
み
ご
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

月月月月月月月月月月
はははははははははは
青青青青青青青青青青
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
にににににににににに
有有有有有有有有有有
害害害害害害害害害害
なななななななななな
社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
排排排排排排排排排排
除除除除除除除除除除

　

月
は
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
排
除

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１県県県県県県県県県県
民民民民民民民民民民
運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動
強強強強強強強強強強
化化化化化化化化化化
月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間
でででででででででで
すすすすすすすすすす

県
民
運
動
強
化
月
間
で
す①電話相談　・相 談 日……土日祝祭日を除く平日

　　　　　　・時　　間……午前８時３０分～午後５時　迄

　　　　　　・電話番号……０２６５－５３－０４１０

②面接相談　・相 談 日……土日祝祭日を除く平日

　　　　　　・時　　間……午前８時３０分～午後５時　迄

　　　　　　・場　　所……飯田市追手町　合同庁舎３階

　　　　　　　　　　　　　下伊那地方事務所福祉課
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平
成

年
度
総
合
文
化
祭

平
成　

年
度
総
合
文
化
祭

2020表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
表
彰
をををををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ららららららららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

け
ら
れ
た
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
さ
ん

●
表　

彰

　
　

菅
沼　

善
治　

様

（故）

　
　

阿
島
傘
の
製
作
を
通
じ
、
伝

統
文
化
の
継
承
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

松
澤　
　

茂　

様

　

小
池　

和
泉　

様

　
　

民
生
児
童
委
員
と
し
て
九
年

間
勤
務
さ
れ
、
社
会
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

内
山　

常
雄　

様

　

木
下　
　

貢　

様

　

下
岡　

正
寿　

様

　
　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
九

年
間
勤
務
さ
れ
、
農
業
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
崎　

悦
雄　

様

　
　

監
査
委
員
と
し
て
四
年
間
勤

務
さ
れ
、
事
業
執
行
の
監
査

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

●
村
に
寄
せ
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

　

（
小
学
生
の
部
）

　

村
長
賞　

井
澤　

祐
香　

様

　

優
秀
賞　

尾
賀
香
緒
理　

様

　

佳　

作　

池
田　

彩
夏　

様

　
　
　
　
　

矢
澤　

佑
斗　

様

　
　
　
　
　

大
平　

真
之　

様

　
　
　
　
　

榑
沼　

直
人　

様

　

（
中
学
生
の
部
）

　

村
長
賞　

上
島　

理
歩　

様

　

優
秀
賞　

松
澤　

美
咲　

様

　
　
　
　
　

岩
瀬　
　

藍　

様

　

佳　

作　

小
池
あ
ゆ
み　

様

　
　
　
　
　

木
下　

遙
菜　

様

　
　
　
　
　

鈴
木　

裕
一　

様

　
　

第
十
一
回
村
に
寄
せ
る
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

最
優
秀
賞　

　
　
　

富
田
老
人
ク
ラ
ブ　

様

　

優
秀
賞　
　
　

一
期
屋　

様

　
　
　

伊
久
間
大
洞
花
壇　

様

　

努
力
賞　

　
　
　
　

南
白
鳩
長
寿
会　

様

　
　
　
　
　
　

南
公
民
館　

様

　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
特
別
賞

　
　
　

両
平
花
壇
委
員
会　

様

　
　
　
　

田
上
川
公
民
館　

様

　
　

村
内
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

と
と
も
に
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
感
謝
状

　

株
式
会
社　

ヒ
タ
カ
セ
イ
コ
ー

　
　

代
表　

上
島　

政
尚　

様

地
域
の
振
興
、
活
性
化
の
た

め
、
ふ
る
さ
と
祭
り
の
成
功

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

発
展
と
特
産
品
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
保
健
衛
生
）

　

長
野
県
知
事
表
彰

　
　

田
中　

君
子　

様

　
　

地
域
の
食
生
活
改
善
組
織
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
食
か

ら
の
健
康
づ
く
り
・
栄
養
改

善
活
動
に
果
た
し
た
役
割
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
教　

育
）

　

関
東
体
育
指
導
委
員

　
　
　
　
　
　

協
議
会
長
表
彰

　
　

井
澤　

広
美　

様

　
　

多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
振

興
施
策
の
推
進
に
寄
与
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

長
野
県
体
育
指
導
委
員

　
　
　
　
　
　

協
議
会
長
表
彰

　
　

湯
沢　

直
幸　

様

　
　

畑
中　

孝
一　

様

　
　

多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
振

興
施
策
の
推
進
に
寄
与
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

長
野
県
公
民
館
運
営

　
　
　
　
　
　

協
議
会
長
表
彰

　
　

小
澤　

敦
子　

様

　
　

池
田　

敏
子　

様

　
　

小
椋　

裕
子　

様

　
　

多
年
に
わ
た
り
公
民
館
活
動

を
推
進
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
地
域
振
興
）

　

南
信
州
地
域
づ
く
り
大
賞

　
　

地
域
活
性
化
部
門
奨
励
賞

　
　

く
り
ん
草
愛
好
会　

様

　
　

く
り
ん
草
に
よ
る
地
域
づ
く

り
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
満　

歳（
米
寿
の
祝
）表
彰

８８

原　

シ
ゲ
子　

様　
　

松
上
と
し
江　

様

菅
沼　

善
治　

様　
　

安
田　

イ
ク　

様

羽
生　

子
末　

様　
　

市
瀬　

輝
昇　

様

林　

や
ゑ
子　

様　
　

近
藤
ち
よ
ゑ　

様

原　
　

元
衛　

様　
　

橋
爪
惠
美
子　

様

畠
山　

春
美　

様　
　

片
桐　

治
男　

様

市
瀬　

尚
夫　

様　
　

林
田
喜
美
子　

様

原　

わ
か
ゑ　

様　
　

原　
　

ツ
ル　

様

熊
谷
ク
ニ
ヱ　

様　
　

畑
中　

弓
惠　

様

湯
澤　

志
ず　

様　
　

松
島　

ち
よ　

様

羽
生　

か
ず　

様　
　

松
島
み
ゆ
き　

様

上
島
の
ぶ
子　

様　
　

上
島
フ
サ
子　

様

牧
内
多
世
子　

様　
　

松
澤
は
つ
み　

様

大
原　

好
司　

様　
　

吉
川
多
根
江　

様

牧
内
さ
か
ゑ　

様　
　

増
田　

ひ
で　

様

小
池
キ
サ
ヱ　

様　
　

福
澤　

と
み　

様

小
池　

ふ
さ　

様　
　

横
前　

昌
文　

様

多
田　

ア
ヤ　

様　
　

横
前　

福
美　

様

小
池
千
代
子　

様　
　

束
原　

美
惠　

様

木
下　
　

保　

様　
　

内
山
と
み
子　

様

牧
内　

貞
雄　

様　
　

新
井　

龍
雄　

様

元
島
み
つ
ゑ　

様　
　

新
井　

か
の　

様

前
島　

百
子　

様　
　

戸
谷　
　

實　

様

村
田
志
ず
子　

様

　

天
竜
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

会
長　

北
条　
　

勇　

様

社
会
福
祉
資
金
及
び
降
雹
災

害
の
見
舞
金
と
し
て
、
多
額

の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
禁
煙
友
愛
会　

喬
木
支
部

　
　

支
部
長　

下
岡　

正
美　

様

成
人
式
に
際
し
、
多
額
の
浄

財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社　

は
や
し

　

代
表
取
締
役　

原　
　

和
司　

様

地
域
の
発
展
、
活
性
化
と
子

育
て
支
援
の
た
め
、
保
育
園

新
入
園
児
に
園
児
服
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社　

マ
ツ
ザ
ワ

　
　

会
長　

松
澤　
　

泰　

様

交
通
安
全
思
想
の
普
及
、交
通

事
故
防
止
の
た
め
、
保
育
園

新
入
園
児
に
カ
バ
ン
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

●
伝
達
表
彰

　

（
地
方
自
治
）

　

総
務
大
臣
表
彰

　
　

溝
呂
木
好
雄　

様

　
　

参
議
院
通
常
選
挙
に
お
い
て
、

選
挙
事
務
の
執
行
及
び
職
務

に
精
励
さ
れ
、
特
に
功
績
が

顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
産
業
振
興
）

　

長
野
県
知
事
表
彰

　
　

小
池　

芳
子　

様

　
　

農
産
物
加
工
技
術
の
向
上
・
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美
し
い
喬
木
村
に

喬
木
第
一
小
学
校

六
年

井

澤

祐

香

小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
のののののののののの
部部部部部部部部部部

小
学
生
の
部

村村村村村村村村村村村
長長長長長長長長長長
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
長
賞

第11回 

村に寄せる 
作文コンクール 

第11回 

村に寄せる 
作文コンクール 

受賞作品 受賞作品 受賞作品 

　

私
は
、
こ
の
喬
木
村
が
好
き
で
す
。
み
ん
な
は
、「
こ
こ
で
生
ま

れ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
？
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、

私
は
ち
が
い
ま
す
。
こ
の
喬
木
村
に
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
か
ら
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
こ
の
喬
木
村
で
こ
そ
美
し
い
物
。
そ
れ
は
、
夕
焼

け
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
は
、
あ
ま
り
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
美
し
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
年
生
の
時
、
ク
ラ

ス
で
椋
は
と
十
先
生
が
感
動
し
た
夕
焼
け
の
こ
と
を
学
習
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
夕
焼
け
へ
の
思
い
が
変
わ
り
ま
し
た
。
喬
木
の
夕

焼
け
を
み
ん
な
で
見
ま
し
た
。
夕
焼
け
は
、
私
た
ち
を
や
さ
し
く

包
ん
で
く
れ
ま
し
た
。「
が
ん
ば
れ
」
と
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し

た
。
私
の
思
い
を
聞
い
て
、
答
え
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
毎
日
私
は
が
ん
ば
れ
ま
し
た
。
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
夕

焼
け
が
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

で
も
、
東
京
で
は
見
れ
ま
せ
ん
。
修
学
旅
行
で
東
京
に
行
っ
た

時
も
見
れ
な
く
て
少
し
さ
び
し
か
っ
た
で
す
。
た
と
え
見
れ
た
と

し
て
も
、
環
境
が
ち
が
う
か
ら
、
気
持
ち
の
良
い
気
分
に
は
な
れ

ま
せ
ん
。
喬
木
村
は
、
空
気
が
き
れ
い
で
す
。
だ
か
ら
、
生
き
物

も
た
く
さ
ん
い
る
し
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
。
こ
ん
な
喬

木
村
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
自
ま
ん
で
す
。

　

で
も
、
喬
木
村
に
だ
っ
て
直
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
伝
統

の
産
業
、技
術
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
が
伝
統
の
阿
島
傘
作
り
で
す
。
阿
島
傘
の
会
の

方
々
は
、
年
々
減
る
ば
か
り
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
と
て
も
悲

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
阿
島
傘
の
す
ば
ら
し
さ
を
ず
っ
と
伝

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
若
い
人
た
ち
に
う
け
つ
が
れ
い
く

よ
う
に
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
阿
島
傘
は
、
昔
か
ら
の
日

本
の
伝
統
文
化
で
す
。
着
物
が
ず
っ
と
日
本
の
文
化
と
し
て
生
き

て
い
る
よ
う
に
、
阿
島
傘
も
日
本
人
か
ら
い
っ
ぱ
い
愛
さ
れ
る
傘

で
あ
り
た
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
直
し
た
い
こ
と
は
、
ご
み
が
多
い
こ
と
で
す
。
ご
み

が
多
い
と
、
自
然
が
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
然
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
、喬
木
村
の
良
い
所
が
一
つ
減
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
ポ
イ
捨
て
は
や
め
よ
う
。
田
上
川
地
区

で
は
、
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
か
ん
板
作
り
を

し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
喬
木
村
の
た
め
に
一
つ
良
い
こ
と
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
人
一
人
が
ご
み
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
そ
う
し
て
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
減
ら
す
た
め
の
呼

び
か
け
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

時
々
、学
校
で
ご
み
拾

い
登
校
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
田
上
川
の
ご
み
を
見
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い
の
に
、
知
ら

な
い
う
ち
に
、
こ
ん
な
に
も
ご
み
が
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と

私
は
悲
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ミ
の
実
態
を
喬
木
村
の
人
に

も
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
ゴ
ミ
は
捨
て
な

い
と
い
う
ち
ょ
っ
と
の
心
が
け
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、私
の
喬
木
村
で
一
番
気
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

川
・
空
気
・
自
然
が
美
し
け
れ
ば
、
夕
焼
け
も
美
し
く
心
も
美
し

く
な
り
ま
す
。

　

今
の
喬
木
村
に
は
、『
悪
い
所
を
よ
く
す
る
』
そ
う
い
う
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
喬
木
村
の
良
さ
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
も

悪
い
所
を
み
ん
な
で
、
一
人
一
人
で
、
気
を
つ
け
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
村
で
話
し
合
い
、「
美
し
い
村
、
喬
木
村
」

に
す
る
た
め
に
、
一
人
一
人
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
こ
と

を
し
っ
か
り
感
じ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

総合文化祭で表彰を受けられた皆さん
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私
は
、
喬
木
村
の
十
年
後
、
二
十
年
後
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

今
み
た
い
に
、山
の
多
い
豊
か
な
村
の
ま
ま
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

こ
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

こ
の
、
喬
木
村
に
必
要
な
の
は
「
自
然
」
だ
と
思
い
ま
す
。「
自

然
」
が
な
け
れ
ば
、
村
花
の
「
ク
リ
ン
ソ
ウ
」
や
「
阿
島
の
大
藤
」

も
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
の
、
喬
木
村

で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

あ
と
、
喬
木
村
に
住
ん
で
い
る
、
一
人
ひ
と
り
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
エ
コ
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

で
す
。
私
も
、
少
し
ず
つ
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。『
ち
り
も
つ
も

れ
ば
山
と
な
る
』
一
つ
ず
つ
の
小
さ
い
事
が
、
自
分
に
も
、
地
球

に
も
、
そ
し
て
喬
木
村
の
助
け
に
も
な
り
ま
す
。
未
来
に
、
こ
の

喬
木
村
の
美
し
さ
を
、
残
す
た
め
に
も
、
今
か
ら
節
電
・
節
水
を

心
が
け
て
み
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
ゴ
ミ
拾
い
運
動
を
、
も
う
少
し
増
や
し
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。
夏
に
な
る
と
、
矢
筈
公
園
に
来
る
人
や
、
お
祭
り
に
来

る
人
が
い
ま
す
。
と
て
も
喬
木
村
に
来
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し

い
け
ど
、
中
に
は
、
道
路
な
ど
に
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
く
人
が
い
ま

す
。
喬
木
村
の
人
も
、
タ
バ
コ
や
カ
ン
を
捨
て
る
人
が
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
週
に
二
回
『
ゴ
ミ
〇
運
動
』
と
い
う
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
朝
、登
校
す
る
時
に
通
学
路
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
、

拾
っ
て
来
る
と
い
う
も
の
で
す
。
週
に
二
回
も
や
っ
て
い
る
の
に
、

な
か
な
か
ゴ
ミ
は
減
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
通
学
路
以
外
に
も
ゴ

ミ
は
落
ち
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
は
家
で
き
ち
ん
と
分
け
て
捨
て
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
が
、
や
は
り
捨
て
る
人
も
い
ま
す
。
な
の
で

ゴ
ミ
拾
い
を
も
う
少
し
地
い
き
全
体
で
取
り
組
ん
だ
方
が
い
い
と

思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
、
取
り
組
み
も
「
エ
コ
」
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
な
く
す
の
は
、
も
ち
ろ
ん
村
に
住
ん
で
い

る
私
達
の
た
め
に
必
要
で
す
が
、
喬
木
村
に
「
ク
リ
ン
ソ
ウ
」
を

見
に
来
て
く
れ
る
人
た
ち
や
、
イ
チ
ゴ
狩
り
に
来
て
く
れ
る
人
た

ち
の
た
め
に
も
、
必
要
な
こ
と
で
す
。
観
光
で
喬
木
村
に
来
て
く

れ
た
人
が
、「
き
れ
い
な
村
だ
な
。」
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
、
ま
た

来
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
喬
木
村
の
美
し
さ
を
他
の
人
た

ち
に
も
伝
え
て
く
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。「
美
し
い
村
」と
し
て

有
名
に
な
れ
ば
、
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
は
、
村
民
全
体

に
広
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
喬
木
村
が
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
こ

の
喬
木
村
を
美
し
い
ま
ま
で
残
し
た
い
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
か
ら

変
え
ら
れ
る
所
は
変
え
て
、
み
ん
な
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
、
自
然

の
美
し
い
こ
の
村
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
。

喬
木
村
の
自
然

喬
木
第
二
小
学
校

六
年

尾

賀

香
緒
理

小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
のののののののののの
部部部部部部部部部部

小
学
生
の
部

優優優優優優優優優優優
秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
秀
賞

消防団による美化運動消防団による美化運動
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今
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の
割
合
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
〝
団
塊
の
世
代
〞
と
呼
ば
れ
る
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
出
生
率
の
高
か
っ
た
数
年
間
に
生
ま
れ
た
人
々

が
退
職
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
〝
団
塊
の
世
代
〞
と

呼
ば
れ
る
人
々
は
第
二
の
人
生
と
し
て
田
舎
で
農
業
を
は
じ
め
る

人
が
多
い
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、
七
千
人
の
村
を
目
指
し
て
い

る
喬
木
に
と
っ
て
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。　

そ
れ
は
、
喬
木
村
は
た
く
さ
ん
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
い

て
、
田
ん
ぼ
や
畑
な
ど
が
ま
だ
、
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。
そ

の
田
ん
ぼ
や
畑
な
ど
で
、高
齢
化
に
よ
り「
お
米
を
作
れ
な
く
な
っ

た
」
と
か
「
畑
を
耕
せ
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
の
が
で
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
田
ん
ぼ
や
畑
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
の
は
、

と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
そ
の
土

地
を
退
職
し
た
人
に
貸
し
出
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

喬
木
村
に
移
り
住
ん
で
も
ら
う
の
で
す
。
も
し
、
そ
の
中
で
例
え

ば
、
い
ち
ご
を
栽
培
し
て
も
ら
え
ば
、
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
は
無
く
な

る
こ
と
が
な
く
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

移
り
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
喬
木
村
が
す
ば
ら
し
い
と
こ

ろ
だ
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
観
光
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
、
発
展
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
喬
木
村
は
、
い
ち
ご
狩
り
・
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
狩
り
・
た
け
の
こ
狩
り
・
ま
つ
た
け
狩
り
な
ど
季
節
に
よ
っ

て
色
々
な
こ
と
が
楽
し
め
る
し
、
ポ
ピ
ー
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
く
り

ん
草
・
阿
島
の
大
藤
な
ど
き
れ
い
な
花
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
県
内
、
そ
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
私
の
考
え
た
、
七
千
人
の
村
を
目
指
す
喬
木

村
が
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
、

今
の
喬
木
村
も
好
き
で
す
。
登
下
校
の
時
に
、
地
域
の
人
々
は
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
温
か
い
村
で
す
。
ず
っ
と
こ

の
よ
う
な
村
で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
し
か
し
、
さ
ら
に
温

か
い
村
を
目
指
し
て
、
〝
団
塊
の
世
代
〞
の
人
の
Ｉ
タ
ー
ン
の
受

け
入
れ
と
観
光
の
発
展
に
力
を
い
れ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
私
た
ち
も
、
喬
木
村
を
出
て
い
っ
て
し
ま
う
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん
、
出
て
い
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
み
ん
な
喬
木
村
の
こ
と
が
好
き
な
は
ず
で
す
。
な

の
で
、
年
を
と
っ
た
ら
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
の
た
め

に
喬
木
村
は
今
の
ま
ま
の
、
温
か
い
村
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

し
て
、
い
つ
で
も
誰
で
も
帰
っ
て
こ
れ
る
村
で
い
て
下
さ
い
。

温
か
い
村

喬
木
中
学
校

三
年

上

島

理

歩

中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
のののののののののの
部部部部部部部部部部

中
学
生
の
部

村村村村村村村村村村村
長長長長長長長長長長
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
長
賞

観光客でにぎわうクリン草園観光客でにぎわうクリン草園
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私
が
思
う
喬
木
村
は
、
と
て
も
自
然
豊
か
で
、
空
気
も
お
い
し

く
、
そ
し
て
何
よ
り
も
人
々
が
優
し
く
、
近
所
付
き
合
い
が
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
喬
木
村
で
も
、
七
千
人
の
村
づ
く
り

を
目
指
し
て
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
村
内
人
口
を
見
て
み
る
と
、
や
は
り
こ
の
村
に
も
、

「
少
子
高
齢
化
」
が
目
に
見
え
て
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
他

に
も
、
今
の
時
代
だ
か
ら
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
〝
地
震
や
災
害
〞
で
す
。

　

こ
こ
何
年
か
は
、
新
潟
県
で
の
中
越
地
震
や
岩
手
県
と
宮
城
県

を
中
心
と
し
た
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な
ど
の
地
震
が
起
き
て

い
ま
す
。
又
、
災
害
で
は
、
二
・
三
年
前
に
こ
こ
喬
木
村
で
も
被

害
に
あ
っ
た
大
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
で
一
時
避
難
を
す
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
十
年
以
内
に
は
、
東
海
地

震
が
き
て
、
喬
木
村
で
も
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
も
し
、
来
て

し
ま
っ
た
ら
と
思
う
と
、
不
安
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
喬
木
村

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
。
喬
木
村
だ
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
山
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
よ
く
テ
レ

ビ
で
も
見
る
よ
う
に
、
山
か
ら
土
砂
が
住
宅
な
ど
に
押
し
寄
せ
た

り
、
道
路
な
ど
の
交
通
手
段
を
奪
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
の
で

土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
対
策
を
、
早
め
の
う
ち
か
ら
や
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
も
し
も
起
き
た
時
の
こ
と
で
す
。
災
害
は
い
つ

来
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
常
の
訓
練
な
ど
が
大
切

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
毎
年
九
月
一
日
は
防
災
の
日
と
題

し
て
、
各
地
区
で
訓
練
な
ど
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
良
い
事
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
文
化
祭
な
ど
の
村
内
の
み
な
さ
ん
が
集
う
場
で
、

身
を
も
っ
て
体
験
を
す
る
な
ど
、
今
よ
り
も
、
も
っ
と
身
近
に
地

震
や
災
害
を
感
じ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。　

　

そ
し
て
最
後
に
、
隣
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、
み
ん
な
で
助
け

合
え
る
よ
う
に
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
地
震
や
災
害
が
あ
る
日
本
の
中
の
喬
木
だ
か
ら
こ

そ
、
目
を
そ
む
け
ず
、
真
と
向
き
合
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
訓
練
を
つ
み
、
少
し
で
も
冷
静
に

し
て
、
避
難
所
な
ど
に
行
け
る
よ
う
、
や
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で

す
。

　

小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と
が
協
力
し
て
や
る
こ
と
の

意
味
は
大
き
く
、
そ
れ
が
七
千
人
近
く
の
人
と
や
る
と
、
も
っ
と

い
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

今
の
時
代
か
ら
思
う
こ
と

喬
木
中
学
校

三
年

松

澤

美

咲
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平成18年7月の大雨災害平成18年7月の大雨災害
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こ
の
空
が
ど
ん
な
に
尊
い
も
の
か
を
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

喬
木
は
、
朝
か
ら
夜
ま
で
空
が
キ
レ
イ
で
す
。
あ
た
り
ま
え
の
光

景
、
そ
し
て
星
が
見
え
て
普
通
で
す
。
し
か
し
、
喬
木
で
は
普
通

の
空
が
都
会
か
ら
見
れ
ば
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ん
で
す
。

　

私
は
、
去
年
東
京
へ
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
都
会
は
、
い
ろ
ん

な
物
が
あ
っ
て
楽
し
く
て
す
ご
い
良
い
一
日
で
し
た
。
そ
の
日
の

夜
歩
き
で
お
店
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
の
日
は
、
快
晴
の

空
で
し
た
。
し
か
し
星
が
見
え
な
い
の
で
す
。
ど
ん
よ
り
と
光
っ

て
い
る
よ
う
な
物
が
あ
る
だ
け
。
私
は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

な
ぜ
見
え
に
く
い
の
か
、
く
わ
し
い
事
は
、
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

あ
然
と
し
ま
し
た
。
都
会
の
人
が
星
を
見
る
こ
と
な
ん
て
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
ぐ
ら
い
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

空
を
見
て
自
分
の
星
座
を
さ
が
す
な
ん
て
、ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。

私
は
、小
学
生
の
頃
自
由
研
究
で
星
座
を
テ
ー
マ
に
や
り
ま
し
た
。

家
の
外
で
、
げ
ん
か
ん
の
明
か
り
を
消
す
と
…
す
ご
い
量
の
星
た

ち
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
一
つ
考
え
ま
し
た
。「
こ
の
星
空
を
作
っ
て
い
る
の
は
。

誰
な
ん
だ
ろ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
達
、
喬
木
村
の
村
民
か
も
し
れ
な
い
し
、
長
野
県
民
か
も
し

れ
な
い
。
私
は
、
そ
の
中
で
一
人
の
人
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当

て
て
み
ま
し
た
。

　

父
親
で
す
。
私
の
父
は
、
森
林
組
合
の
元
で
働
い
て
い
ま
す
。

毎
日
の
仕
事
は
、
森
の
中
の
整
備
や
自
然
に
か
か
わ
る
事
を
し
て

い
ま
す
。
毎
日
が
肉
体
労
働
で
、
す
ご
く
大
変
そ
う
で
す
。
し
か

し
父
は
、
好
き
だ
か
ら
続
け
て
い
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
も
し
も
、

父
達
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
山
は
荒
れ

は
て
て
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
父
の
仕
事
と
星
空
が
、

ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
る
か
、
詳
し
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

な
ん
と
な
く
つ
な
が
っ
て
る
気
が
し
ま
す
。
見
え
な
い
所
で
動
く

人
が
い
る
か
ら
、
今
の
空
が
あ
る
よ
う
な
。
見
え
る
所
で
星
空
を

守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
。
今
も
昔
も
父
の
よ
う
な
、
あ
ま

り
表
舞
台
に
で
る
こ
と
の
な
い
人
が
こ
の
星
空
を
こ
の
喬
木
村
ま

で
も
支
え
て
く
れ
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

都
会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ど
こ
か
で
光
を
あ
び
て
ま
す
。

し
か
し
、
喬
木
村
に
は
、
こ
こ
を
支
え
る
す
ば
ら
し
い
人
が
い
て
、

そ
の
お
か
げ
で
、ど
こ
よ
り
も
キ
レ
イ
な
空
が
あ
る
。　

私
の
大
好

き
な
空
を
守
る
た
め
に
も
、
今
こ
こ
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
、
光

を
あ
び
な
く
て
も
、
一
つ
で
も
、
二
つ
で
も
見
つ
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
思
え
る
の
も
、
こ
こ
が
喬
木
村
だ
か
ら
で
す
。
大
切
な
空

で
す
。

喬
木
の
空
と
支
え
る
人
々

喬
木
中
学
校

三
年

岩

瀬　

藍

中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
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部部部部部部部部部部
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健康推進室　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679

●●●●●●●●●●●今 年
も カ ゼ に ご 注 意 を ！

そこで… 

普通のカゼとインフルエンザ 
　カゼは鼻水・くしゃみ・咳・微熱などが中心で、

どちらかというとだらだら続きます。インフルエン

ザは、突然の高熱・節々の痛み・全身のだるさなど

で始まり、咳などはあとから追いかけるように現れ

ることが多いのが特徴です。 

　カゼやインフルエンザは、かかった人の飛沫（会話

やくしゃみなどで飛び出すつば、しぶきなど）や直接

の接触などによって、のどや鼻、目などからウイル

スが侵入し感染が拡がります。（カゼの原因は８～９

割がウイルスによるものです。） 

手洗い、うがい、マスクの効用 
　ウイルスなどの侵入の機会を少なくするためには、

まず手を洗います。流水（水道水）によって石けんで

洗うことが基本ですが、石けんがなくても石けんを

使う時と同じようにていねいに洗うと効果が期待で

きます。そして清潔なタオルなどで手を拭くことが

大切です。 

　うがいものどを清潔にし、粘膜をなめらかにして

ウイルスなどの侵入の機会を少なくします。 

　マスクは、ウイルスなどの微小なものは通してし

まいますが、飛沫の侵入を防ぐことが可能です。マ

スクをせずに咳やくしゃみをすると、ウイルスが２

ｍから３ｍ飛ぶと言われます。 

インフルエンザ予防のために 
◆外出後のうがいや手洗いを日常的に行いましょう。 
◆十分に栄養や睡眠をとり、体力や抵抗力を高め、体調管理をしましょう。 
　日々の食事から予防できること 
①朝食を食べましょう。 
　元気に活動するためのエネルギーになります。温かい汁物を食べると体温が保たれ、寝ている間に乾燥
したのどを潤してくれます。 
②１日に必要な量の根菜類を食べましょう。（大根・ごぼう・人参・いもなど） 
　体を温める働きがあり、ビタミン・ミネラル・食物繊維も豊富に含まれています。 
③香味野菜をとりいれてみませんか。 
　ねぎやしょうが、にんにくなどの香味野菜を食べると身体の中からあたためてくれます。 
④食事はよくかんで食べましょう。 
　よくかんで唾液を出すこ 
　とは消化を助けるだけ 
　でなく、さまざまな 
　細菌やウイルスから身 
　を守ります。 

インフルエンザの予防には、 
インフルエンザワクチンによる予防接種が有効です。

予防接種はインフルエンザを防ぐだけでなく、かかってしまったとき
の症状を軽くすませることができます。 
なお、65歳以上の方（原則）には村より予防接種予診票を組合回覧等にて送付さ

せていただきました。希望される方は平成20年12月15日までに受
けてください。自己負担額2000円です。 

　『咳エチケット』 
○咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻を押さえ、周りのひとから顔をそむけましょう。 
○使用後のティッシュは、すぐにフタ付きのゴミ箱に捨てましょう。 
○症状のある人はマスクを正しく着用し、感染防止に努めましょう。 

　『咳エチケット』 
○咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻を押さえ、周りのひとから顔をそむけましょう。 
○使用後のティッシュは、すぐにフタ付きのゴミ箱に捨てましょう。 
○症状のある人はマスクを正しく着用し、感染防止に努めましょう。 

 


